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保
団
連
は
　
月
　
日
、
厚

12

22

労
省
に
、
国
民
皆
保
険
制
度

充
実
の
財
源
と
し
て
、
国
際

的
に
高
い
日
本
の
薬
価
と
製

薬
企
業
の
高
い
収
益
性
を
適

正
化
す
る
べ
き
で
あ
る
と
の

要
請
を
し
た
。

　
当
日
は
、
保
団
連
の
「
日

本
の
薬
価
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
2
0
1
1
」（
以
下
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」）委
員
の
浜
六
郎

医
薬
ビ
ジ
ラ
ン
ス
研
究
所
所

長
、
三
浦
清
春
保
団
連
政
策

部
長
、
小
薮
幹
夫
同
小
委
員

な
ど
4
人
が
参
加
。
厚
労
省

か
ら
は
、
江
原
輝
喜
保
険
局

医
療
課
課
長
補
佐
、
井
上
隆

弘
医
薬
食
品
局
審
査
管
理
課

課
長
補
佐
な
ど
3
人
が
対
応

し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
薬
価

の
国
際
比
較
調
査
」
と
「
医

薬
品
製
造
業
の
収
益
性
、
財

務
分
析
」
の
2
つ
の
調
査
を

実
施
。
1
9
9
4
年
当
時
に

行
っ
た
「
薬
価
の
国
際
比
較

調
査
」
で
日
本
の
高
薬
価
構

造
を
明
ら
か
に
し
医
薬
品
行

政
の
改
善
に
つ
な
げ
た
が
、

今
回
の
調
査
結
果
で
も
日
本

の
薬
価
は
英
仏
と
比
較
し
て

約
2
倍
な
ど
、
依
然
と
し
て

高
水
準
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
是
正
を
求
め
た
。

　
厚
労
省
は
、前
回
の
同
調

査
結
果
を
踏
ま
え
て
導
入
さ

れ
た「
外
国
平
均
薬
価
調
整
」

な
ど
に
よ
り
、日
本
が
特
別
高

い
と
は
思
っ
て
い
な
い
と
回

答
。保
団
連
は
、欧
米
で
は
調

剤
に
係
る
技
術
料
も
薬
価
に

含
ま
れ
て
い
る
か
ら
厚
労
省

の
薬
価
比
較
は
不
正
確
だ
と

調
査
結
果
に
も
と
づ
き
指
摘

す
る
と
、厚
労
省
は「
海
外
で

の
調
剤
技
術
料
を
調
べ
た

い
」と
、比
較
の
も
と
と
な
る

デ
ー
タ
の
不
備
を
認
め
た
。

　
要
請
後
に
、
同
省
お
よ
び

保
団
連
マ
ス
コ
ミ
懇
談
会
で

記
者
会
見
を
行
っ
た
。

保
団
連
調
査
結

果
と
財
源
提
案
 

（
概
要
）

1
　
薬
価
の
国
際
比
較
調
査

結
果
　
会
内
外
に
反
響
を
よ
び
、

厚
労
省
の
医
薬
品
行
政
の
改

善
に
も
つ
な
が
っ
た
「
薬
価

　
保
団
連
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
協

議
会
は
　
月
　
日
、
高
松
市

12

15

内
で
厚
生
労
働
省
四
国
厚
生

支
局
と
の
懇
談
を
行
っ
た
。

今
年
で
4
回
目
。
こ
の
懇
談

は
、
保
険
医
療
機
関
に
対
す

る
指
導
等
の
改
善
や
、
次
回

診
療
報
酬
改
定
に
向
け
て
の

要
望
を
行
っ
た
も
の
。

　
懇
談
に
は
、
四
国
厚
生
支

局
か
ら
医
療
課
長
な
ど
5

人
、
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
、

役
員
・
事
務
局
　
人
が
参
加

11

し
た
。

　
懇
談
は
、
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

側
か
ら
事
前
に
質
問
し
て
い

た
　
項
目
に
つ
い
て
、
厚
生

15
支
局
側
か
ら
回
答
を
受
け
、

そ
の
後
、
重
点
と
な
る
内
容

に
つ
い
て
、
具
体
的
事
例
も

交
え
て
、
再
度
の
質
問
や
要

望
な
ど
を
行
っ
た
。

　
今
回
の
懇
談
で
は
、
こ
れ

ま
で
、
個
別
指
導
時
の
録
音

を
認
め
て
い
る
も
の
の
、
当

日
、録
音
を
申
し
出
た
際
に
、

厚
生
支
局
側
に
機
材
の
準
備

が
な
い
こ
と
を
理
由
に
録
音

に
応
じ
よ
う
と
し
な
か
っ
た

事
例
な
ど
も
示
し
な
が
ら
、

当
日
の
申
し
出
で
あ
っ
て
も

録
音
を
認
め
る
こ
と
の
徹
底

を
要
望
し
、
必
ず
認
め
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

　
ま
た
、
個
別
指
導
の
中
断

や
そ
の
際
の
診
療
録
等
の
コ

ピ
ー
、
3
年
を
超
え
る
監
査

　
電
子
レ
セ
プ
ト
請
求
の
突

合
点
検
お
よ
び
縦
覧
点
検

が
、
2
0
1
2
年
3
月
審
査

分
（
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
で
あ
る
岩
手
、
宮
城
、
福

島
各
県
に
所
在
す
る
保
険
医

が
行
わ
れ
て
い
る
実
態
を
指

摘
し
て
、
た
だ
ち
に
中
止
す

る
よ
う
求
め
た
。

　
さ
ら
に
、
自
主
返
還
の
強

要
に
つ
い
て
も
是
正
を
求

め
、
自
主
返
還
と
は
あ
く
ま

で
も
保
険
医
側
が
指
摘
内
容

に
納
得
す
る
こ
と
が
前
提
で

あ
り
、
自
己
点
検
の
結
果
、

返
還
金
額
の
多
寡
に
よ
っ

て
、
指
導
結
果
が
左
右
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
確

認
し
た
。

　
約
1
時
間
　
分
の
懇
談

30

は
、
意
義
の
あ
る
も
の
と

な
っ
た
。
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
で

は
、
今
後
も
厚
生
支
局
と
の

懇
談
に
取
り
組
み
、
指
導
、

監
査
等
の
改
善
を
求
め
る
と

し
て
い
る
。

の
国
際
比
較
調
査
」
か
ら
　16

年
。
以
前
の
手
法
に
準
じ
て

改
め
て
薬
価
の
国
際
比
較
調

査
を
実
施
。

　
日
本
で
よ
く
売
れ
て
い
る

薬
剤
　
品
目
の
相
対
薬
価

77

は
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
と
比

較
し
て
約
2
倍
、
ド
イ
ツ
と

比
較
し
て
約
1
・
5
倍
。市
場

規
模
の
大
き
い
薬
剤
で
は

2
・
2
か
ら
2
・
3
倍
と
よ
り

高
く
、
依
然
と
し
て
日
本
の

薬
価
水
準
が
国
際
的
に
高
い

こ
と
が
判
明
し
た
。

2
　
医
薬
品
製
造
業
の
収
益

性
、
財
務
分
析

　
医
薬
品
製
造
業
の
過
去
　10

年
間
の
売
上
高
営
業
利
益
率

は
、
多
額
の
研
究
開
発
費
、

販
売
管
理
費
等
を
控
除
し
て

な
お
、
全
製
造
業
平
均
の
3

倍
近
い
異
例
の
高
水
準
（
約

　
か
ら
　
％
）
を
記
録
し
て

19

22

い
る
。
高
利
益
構
造
を
反
映

し
て
財
務
上
は
異
常
な
ま
で

の
内
部
留
保
も
存
在
す
る
。

3
　
医
療
保
険
財
源
提
案

　
薬
価
を
継
続
的
に
引
き
下

げ
て
も
薬
剤
比
率
が
高
止
ま

り
し
て
い
る
高
薬
価
・
薬
剤

費
構
造
の
是
正
は
喫
緊
の
国

民
的
課
題
で
あ
る
。

　
当
面
、
①
高
薬
価
維
持
制

度
で
あ
る
「
新
薬
創
出
・
適

応
外
薬
解
消
等
促
進
加
算
」

の
即
時
撤
廃
、
②
後
発
品
の

な
い
先
発
品
の
薬
価
の
大
幅

引
き
下
げ
（
2
割
引
き
下
げ

た
場
合
の
財
源
効
果
は
約

0
・
　
兆
円
）、
③
公
正
で
透

94
明
な
薬
価
制
度
改
革
の
実
施

―
の
断
行
を
求
め
る
。

療
機
関
と
保
険
薬
局
は
、
9

月
審
査
分
）
か
ら
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
突
合
・
縦
覧
点
検
に

つ
い
て
は
、
支
払
基
金
サ
ー

ビ
ス
向
上
計
画
に
2
0
1
1

年
4
月
よ
り
実
施
す
る
旨
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
た
が
、
同

年
3
月
の
東
日
本
大
震
災
の

発
生
を
受
け
、
延
期
さ
れ
て

い
た
経
緯
が
あ
り
、
ま
た
医

療
関
係
団
体
か
ら
は
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て

い
た
。

　
特
に
問
題
が
生
じ
る
と
思

わ
れ
る
突
合
点
検
は
、
処
方

せ
ん
を
発
行
し
た
医
療
機
関

の
電
子
レ
セ
プ
ト
と
、
調
剤

を
実
施
し
た
薬
局
の
電
子
レ

セ
プ
ト
を
患
者
単
位
で
照
合

す
る
も
の
で
あ
る
。
従
来
は

1
5
0
0
点
以
上
の
調
剤
レ

セ
プ
ト
の
う
ち
、
保
険
者
が

指
示
し
た
レ
セ
プ
ト
が
点
検

対
象
で
あ
っ
た
も
の
を
、
今

突
合
さ
れ
る
。

医
療
機
関
に
過
剰

な
負
担
強
い
る

　
調
剤
レ
セ
プ
ト
に
記
録
さ

れ
て
い
る
医
薬
品
の
適
応
症

が
医
科
・
歯
科
レ
セ
プ
ト
に

記
録
さ
れ
て
い
な
い
場
合
な

ど
疑
義
の
あ
る
レ
セ
プ
ト
に

つ
い
て
は
、「
突
合
点
検
結
果

連
絡
書
（
仮
称
）」
に
て
通
知

さ
れ
、異
議
が
あ
る
場
合
は
、

受
領
月
の
　
日
ま
で
に
提
出

18

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、

申
し
出
の
な
い
場
合
は
査
定

処
理
さ
れ
る
。
保
険
者
の
事

務
処
理
負
担
の
軽
減
の
観
点

か
ら
の
措
置
で
あ
り
、
医
療

機
関
に
過
剰
な
負
担
を
強
い

る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
薬
局
が
、
先
発
品

と
後
発
品
で
適
応
症
が
異
な

る
医
薬
品
を
処
方
し
た
場
合

の
取
り
扱
い
の
問
題
は
解
決

さ
れ
て
い
な
い
。

　
日
本
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
製
薬

協
会
か
ら
、
後
発
医
薬
品
情

報
が
公
表
さ
れ
て
い
る
が
あ

く
ま
で
も
「
参
考
情
報
」
と

い
う
表
現
で
あ
り
、さ
ら
に
、

情
報
は
不
定
期
に
更
新
さ
れ

る
た
め
、
原
審
査
の
段
階
で

ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
く

の
か
、
大
き
な
課
題
が
残
っ

て
い
る
。

　
さ
ら
に
大
き
な
問
題
は
、

　
年
通
知
（
注
）
に
基
づ
い

55て
適
応
外
薬
を
処
方
し
た
場

合
、
原
審
査
に
お
い
て
画
一

的
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

チ
ェ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
査
定

さ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

る
。
突
合
点
検
に
よ
っ
て
、

主
治
医
の
裁
量
権
が
侵
害
さ

れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。
今
後
、
大
き
な
混
乱

が
起
こ
る
こ
と
は
必
至
で
あ

り
、
保
団
連
と
し
て
も
適
切

な
対
応
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
注
）　
年
通
知
は
、
薬
事

55

承
認
さ
れ
た
適
応
と
は
異
な

る
使
用
で
も
、
医
師
・
歯
科

医
師
の
判
断
な
ど
に
基
づ
き

処
方
さ
れ
た
場
合
に
は
保
険

支
払
い
を
認
め
る
も
の
。

【
保
団
連
副
会
長
・
田
辺
隆
】

指
導
、監
査
の
改
善
求
め

厚
生
支
局
と
懇
談

3
月
分
か
ら
突
合
・
縦
覧
点
検

画
一
的
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
審
査
の
恐
れ

薬
価
は
英
・
仏
の
2
倍

　
　
是
正
を
求
め
厚
労
省
要
請
を
実
施

　
2
0
0
6
年
の
改
定
保

険
業
法
施
行
に
よ
り
、維
持

管
理
状
態
と
な
り
「
新
規
・

増
口
の
加
入
受
付
を
停
止
」

し
て
い
る
保
険
医
休
業
保

障
共
済
制
度
は
、

昨
年
5
月
施
行
の

保
険
業
法
再
改
定

で
、
行
政
庁
の
認

可
を
受
け
ら
れ
れ

ば
、
加
入
を
含
め

た
制
度
の
継
続
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
認
可
を
受
け
る
た
め
の

要
件
と
し
て
、一
般
社
団
法

人
で
あ
る
こ
と
、保
険
計
理

に
基
づ
く
責
任
準
備
金
の

積
立
を
行
う
こ
と
な
ど
が

求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
保
団
連
で
は
、

休
保
制
度
を
運
営
す
る
非

営
利
型
一
般
社
団
法
人
を

設
立
し
、認
可
を
受
け
る
こ

と
を
め
ざ
し
、法
令
に
定
め

ら
れ
た
資
格
の
あ
る
ア
ク

チ
ュ
ア
リ
ー
（
保
険
計
理

人
）
に
委
託
し
、
責
任
準
備

金
の
試
算
を
行
う
と
と
も

に
、金
融
庁
等
と
の
交
渉
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　
□
■

　
金
融
庁
か
ら
の
指
摘
を

受
け
て
中
途
脱
退
給
付
金
、

満
期
祝
金
部
分
の
見
直
し

を
検
討
し
て
い
ま
す
。制
度

の
柱
で
あ
る「
傷
病
に
よ
る

休
業
給
付
に
関
わ
る
給
付

金
額
・
日
数
」を
は
じ
め
、

「
加
入
資
格
」「
掛
金
」に
関

わ
る
部
分
は
基
本
的
に
変

更
な
く
認
可
申
請
で
き
る

め
ど
が
た
っ
て
き
ま
し
た
。

　
1
月
　
、　
日
に
開
催
さ

28
29

れ
る
保
団
連
定
期
大
会
で
、

「
認
可
を
受
け
、加
入
受
付

再
開
」を
目
指
す
方
針
が
承

認
さ
れ
れ
ば
、関
東
財
務
局

に
よ
る
予
備
審
査
を
受
け

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
□
■

　
会
員
各
位
様
に
は
、保
険

業
法
再
改
定
の
運
動
を
は

じ
め
、
多
大
な
ご

協
力
を
い
た
だ
き

こ
こ
ま
で
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

認
可
を
受
け
て
の

再
出
発
ま
で
、
引

き
続
き
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
対
応
の
状
況
は
、引
き
続

き
本
紙
上
で
も
お
知
ら
せ

す
る
予
定
で
す
。　

　
保
険
医
休
業
保
障

保
険
医
休
業
保
障
共共
済
制
度

済
制
度

　「
加
入
手
続
き
受
付
」再
開
め
ざ
し
 

　
対
策
が
進
ん
で
い
ま
す

厚労省内で行われた記者会見。左から浜
医薬ビジランス研究所所長、三浦政策部
長、小薮同小委員

霞
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